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一
人
ひ
と
り
の
安
全
の
た
め
に
、
高

齢
者
や
弱
い
立
場
の
人
を
孤
立
さ
せ
な
い
、

支
え
あ
う
地
域
社
会
を
構
築
し
、
住
民
が

輝
く
社
会
を
願
い
質
問
し
ま
す
。

①
高
齢
者
の
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強
化
や
高
齢
者
の
地
域
に
お
け
る
外

出
・
買
い
物
な
ど
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
つ
い
て

②
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
・
う
つ
病
な
ど
弱
い

立
場
の
人
に
手
を
尽
く
す
地
域
づ
く
り

③
ニ
ー
ト
・
引
き
こ
も
り
な
ど
の
若
者
を
総

合
的
に
支
援
す
る
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
①
高
齢
者
施
策
と
し
て
、「
軽

度
生
活
援
助
事
業
」
や
「
食
の
自
立
支
援

事
業
」
を
実
施
。「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

利
用
事
業
」
と
し
て
安
心
し
て
毎
日
を
暮

ら
せ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

②
初
期
段
階
か
ら
関
わ
り
を
持
ち
、
そ
の

方
の
事
情
と
経
過
に
適
し
た
指
導
と
相
談

を
行
っ
て
い
る
。
地
域
の
見
守
り
力
を
高

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

③
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
機
関
と
連
携
し
、
横

に
つ
な
が
る
統
一
し
た
支
援
体
制
の
充
実

を
図
る
。

　
　
公
明
党
の
主
導
で
成
立
し
た
「
が
ん

対
策
基
本
法
」
と
「
が
ん
対
策
推
進
基
本

計
画
」
に
よ
っ
て
、
日
本
は
「
が
ん
対
策

先
進
国
」
へ
と
転
換
し
た
。

①
乳
が
ん
・
子
宮
頸け
い

が
ん
の
無
料
ク
ー
ポ

ン
導
入
に
よ
り
、
受
診
者
数
の
推
移
、
が

ん
発
見
率
に
ど
の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
る

の
か
。

②
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

つ
い
て
、
町
民
が
安
心
し
て
接
種
で
き
る

よ
う
に
安
全
性
や
有
効
性
な
ど
の
正
し
い

情
報
の
啓
発
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
取
り

組
み
は
。

③
受
診
率
50
％
を
め
ざ
し
た
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
　
①
乳
が
ん
検
診
は
、
平
成
20

年
度
３
２
４
人
か
ら
平
成
21
年
度
６
８
２

人
と
約
２
倍
。
子
宮
頸
が
ん
は
２
７
３
人

か
ら
６
８
３
人
と
約
２・
５
倍
に
増
え
て

い
る
。

②
１
月
に
公
開
講
座
を
開
催
。
２
月
末
に

高
校
１
年
生
に
は
個
人
通
知
、
中
学
生
に

は
中
学
校
を
通
じ
て
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

や
接
種
方
法
等
を
通
知
し
た
。

③
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
知
ら
せ
、
過

去
に
受
診
し
た
方
に
は
、
個
人
通
知
。

問

山
村
美
咲
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支
え
あ
う
地
域
社
会
づ
く
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つ
い
て

問
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私
も
防
災
士
と
な
っ
た
の
で
以
下
の

質
問
を
し
ま
す
。
①
防
災
士
の
現
在
の
人

数
。
町
の
全
額
負
担
で
の
養
成
講
座
の
今

後
の
開
講
計
画
。目
標
の
人
員
数
。活
用
は
。

②
注
意
報
、警
報
の
発
令
時
の
小
・
中
学
校

の
登
下
校
の
実
施
の
現
状
と
そ
の
対
応
は
。

避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
学
校
か
ら
帰

宅
さ
せ
る
の
は
危
険
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
①
平
成
22
年
12
月
末
で
町
民

46
名
、
職
員
８
名
。
現
在
71
名
が
資
格
取

得
予
定
。23
年
度
も
１
０
０
名
養
成
予
定
。

防
災
士
に
研
修
を
重
ね
て
い
た
だ
き
、
組

織
づ
く
り
を
す
る
。
②
具
体
的
な
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
カ
ラ
ー
で
配
布
し
て
い
る
。
下
校

に
つ
い
て
は
先
生
が
先
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を

し
て
安
全
を
確
認
す
る
。
保
護
者
個
人
と

の
連
絡
を
密
に
し
て
い
る
。
留
守
の
時
は

学
校
で
預
か
る
。

　
　
厚
生
労
働
省
の
認
可
を
受
け
た
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
で
２
０
０
７
年
５
月

に
導
入
が
決
定
さ
れ
、
同
年
９
月
よ
り
運

用
開
始
し
、
市
町
村
が
原
則
65
才
以
上
の

高
齢
者
が
特
養
老
人
ホ
ー
ム
等
の
高
齢
者

施
設
で
配
膳
の
手
伝
い
や
話
し
相
手
等
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
と
ポ
イ
ン
ト

を
も
ら
え
る
。
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
を
現
金

な
ど
に
交
換
す
る
こ
と
で
結
果
的
に
介
護

保
険
料
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
し
く
み
で

あ
り
、
本
町
で
も
介
護
保
険
事
業
の
将
来

に
対
す
る
対
策
と
し
て
一
考
す
べ
き
と
思

う
が
。

　
　
　
　
　
地
域
活
動
へ
の
意
欲
を
向
上

さ
せ
、
社
会
へ
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に

よ
り
、介
護
予
防
に
繋
が
る
効
果
が
あ
る
。

本
町
の
介
護
保
険
事
業
計
画
等
策
定
委
員

会
に
提
案
を
し
て
、
十
分
研
究
を
す
る
。

　

�
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
の
提
案

　

�

防
災
の
ソ
フ
ト
面
の
取
り
組

み
は

青
木
義
勝 

　
　

議
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平
岡
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長




